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令
和
7
年
度 

自
由
が
丘
地
区
敬
老
会

厳
し
い
残
暑
が
残
る
9
月
15
日
（
月
・

祝
）、
公
民
館
体
育
館
に
て
自
由
が
丘
地
区

敬
老
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

主
催
は
自
由
が
丘
区
長
協
議
会
で
、
75
歳

以
上
の
対
象
者
2
6
2
7
名
の
中
か
ら
93
名

が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

幼
稚
園
児
の
歌
・
ダ
ン
ス
、
小
学
生
の
作

文
朗
読
に
は
我
が
孫
を
思
い
出
し
、
思
わ
ず

笑
顔
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
他
、
健
康
体
操
・
民
舞
・
コ
ー
ラ

ス
・
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
最
後
は
自
由
が
丘
中
学

校
吹
奏
楽
部
の
懐
か
し
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
思

わ
ず
一
緒
に
口
ず
さ
む
方
が
沢
山
お
ら
れ
ま

し
た
。

出
演
し
て
頂
き
ま
し
た
皆
様
、
本
当
に
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
当
日
お
世
話
し

て
下
さ
っ
た
地
区
役
員
の
皆
様
、
本
当
に
お

疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
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令和 7年
自由が丘地区
敬老会開催

令和 7年
自由が丘地区
敬老会開催

ご案内

月　日　令和７年１１月９日（日）※雨天中止
中止もしくは判断が難しい場合は、7時30分頃に各集会所
等の玄関に実施の可否について掲示します。

スケジュール
時　間 内　容 場　所

8時～8時30分
※最終受付9時30分 受　付 公民館前

8時30分～8時40分 開会式 中央公園

8時40分～11時45分 ウォーキング
チェックポイント終了：11時30分

11時45分～12時15分 閉会式／お楽しみ抽選会 大会議室(体育館)
内　容　○自由が丘町内ウォーキング

受付で渡された地図を見て自治会館・集会所、わくわくス
テーションをめぐりスタンプを集めてください。
なお、自治会館等でのおもてなしはご厚意によるものです。
数に限りがありますので、ご容赦ください。

　　　　○完歩賞・あと一歩賞の贈呈
　　　　○お楽しみ抽選会

閉会式後に大会議室（体育館）にて行います。
靴袋を持参するようお願いします。

参加対象　自由が丘在住の方で、10km程度を歩ける方。
※ただし、小学3年生以下は保護者同伴が必須。

主　催　　自由が丘ウォーキングフェスティバル実行委員会
お問い合わせ　自由が丘公民館（85-4700）

自由が丘の町を探訪しながら、未知なる発見を求めて、ウォーキン
グしてみませんか。自由が丘町内の各自治会館や集会所等にチェック
ポイントを設置。ゴールした先にはお楽しみが待っているかも…！？

ウォーキング
フェスティバル開催！

⃝

“
休
め
”
の
木

今
年
は

梅
雨
明
け
が
早
く
、
明
け
て

か
ら
は
暑
い
日
の
連
続
。

い
つ
も
の
散
歩
コ
ー
ス
は

日
当
た
り
が
強
い
の
で
日
陰

の
道
を
選
び
ま
し
た
。
新
し

い
散
歩
コ
ー
ス
は
、
神
社
の

森
の
西
側
の
遊
歩
道
で
舗
装
さ
れ
て
い
る
の

で
、
雨
の
日
の
翌
日
で
も
水
た
ま
り
は
あ
り
ま

せ
ん
。
坂
道
で
す
が
日
の
当
た
ら
な
い
所
を
何

回
も
往
復
し
て
い
ま
す
。

神
社
の
境
内
に“
休
め
”の
ポ
ー
ズ
を
し
た

木
に
気
付
き
ま
し
た
。

写
真
で
紹
介
し
ま
す
。“
休
め
”に
見
え
ま
す

か
？
見
え
ま
せ
ん
か
？

本
町
2
丁
目　

Ｔ
・
Ｈ

⃝

世
界
一
の
Ｏ
Ｓ
！

世
界
一
の
Ｏ
Ｓ
（
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
シ

ス
テ
ム
）
と
聞
い
て
お
そ
ら
く
、
マ
イ
ク
ロ
ソ

フ
ト
の
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
や
ア
ッ
プ
ル
の
マ
ッ
ク

を
連
想
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
確
か
に
パ
ソ
コ

ン
業
界
で
の
知
名
度
は
、
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
や

マ
ッ
ク
は
間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
パ

ソ
コ
ン
以
外
、
家
電
製
品
の
テ
レ
ビ
、
エ
ア
コ

ン
、
冷
蔵
庫
、
工
場
な
ど
で
作
動
す
る
ロ
ボ
ッ

ト
、
鉄
道
（
電
車
）、
自
動
車
な
ど
、
あ
り
と

あ
ら
ゆ
る
機
器
に
搭
載
さ
れ
た
Ｏ
Ｓ
と
な
る
と

違
っ
て
き
ま
す
。
世
界
の
9
割
以
上
の
シ
ェ
ア

を
誇
り
、
生
産
台
数
は
100
億
台
に
の
ぼ
る
そ
の

Ｏ
Ｓ
が
「
Ｔ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
」
と
呼
ば
れ
る
日
本
純
国

産
の
Ｏ
Ｓ
で
す
。
こ
の
Ｏ
Ｓ
は
実
に
42
年
前
の

日
本
で
開
発
さ
れ
た
優
れ
も
の
で
す
。
開
発
者

は
、
現
在
東
大
名
誉
教
授
の
天
才
学
者
で
あ

る
「
坂
村
健
」
先
生
、
頭
も
聡
明
だ
が
心
も
聡

明
、
特
許
な
ど
の
枠
を
超

え
誰
で
も
技
術
提
供
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

配
慮
、
Ｏ
Ｓ
の
世
界
を
席

巻
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

「
失
わ
れ
た
30
年
」
と

言
わ
れ
る
現
在
の
日
本
、

基
礎
科
学
力
は
未
だ
健
在

で
す
！　

ジ
ャ
パ
ン
、
ア

ズ
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
再
び
！

中
２
丁
目　
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自由が丘の人口
令和７年９月末現在（前月比）
　人　口	 15,343	（−1）
　　男	 7,294
　　女	 8,049
　世帯数	 7,458	

自由が丘



不動産売買・賃貸・仲介は
当社へご相談下さい !

グループ会社
センチュリー三木ゴルフ株式会社
ワ ン ネ ス 株 式 会 社
F u t u r e N o w 株 式 会 社

地域と共に未来を創る
不動産総合プロデュース

西村興産株式会社
TEL　0794-85-1177㈹

FAX  0794-85-1414    メール info@nishimura-kosan.jp
兵庫県三木市志染町青山３丁目１４-３

HP  http://www.nishimura-kosan.jp

One for All , All for One.
ＯＮＥＮＥＳＳ
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老視とはなんでしょう。遠視・近視などと何がちが
うのでしょうか。

誤解を恐れずに簡単に言いますと、遠視・近視とは目の屈折異常
のことで、眼が働かない状態（調節しない状態）で遠視は眼の後方、
カメラで言うとフィルムにピントが合わずフィルムの後方にピント
が合う状態を言い、近視は反対にピントがフィルムの前に合ってし
まう状態をいいます。一般的には、遠視は凸レンズで、近視は凹レ
ンズで矯正します。
それでは老視とは？加齢に伴い眼の調整力（ピントを合わせる

力）が低下し、症状として近方視が困難になる状態です。その主原
因は、水晶体（カメラのレンズにあたる）の弾性低下であるとされ
ています。症状としては、新聞雑誌などが読みづらい、読んでいる
とぼやけて涙が出る、すぐ嫌になる、若い時のように根気が続か
ない、もう雑誌など読む気もしないなど……個人差もありますが、
40～50歳ごろに上記の症状を自覚し、50歳代にはほぼ調節力は失

われると言われています。そんなことはない、近くは良く見えると
いう方は、もともと近視で近くにピントが合う眼だからで、老視に
はなっています。
昔にくらべ高齢になられても仕事に従事されている方も多く、又

日常的にパソコン、スマホの使用も増えてきています。大変な世の
中になって来ていると実感しています。
ただし、老視だろうと自己診断することには注意が必要です。緑

内障など早期発見、早期治療が必要な疾患が混在している場合があ
るからです。不安に思われたら眼科受診をお勧めします。
最近では調節関連構造（水晶体を支える毛様体筋・チン小帯・水

晶体嚢など）の加齢変化が複合的に関与していることが研究により
明らかになってきています。現在白内障手術時に老視矯正眼内レン
ズを使用する方法もあり、結構安定した成績が報告されていますが、
視覚の質の問題もあるようです。薬物（点眼）もボチボチ試みられ
ていますが副作用の報告もあり、まだまだ臨床治験中です。今のと
ころ老眼鏡による矯正が主流です。
超高齢化社会となり高齢者の生活の質（QOL）も大きく変化し

てきています。老視に対する診断基準・治療適応などの標準化など
研究が進むことを期待します。

老視について
立神眼科　院長　立神　英宣

秋の火災予防運動を実施します
目的
火災が発生しやすい時季を迎えるに

当たり、火災予防思想の一層の普及を
図り、もって火災の発生を防止し、高
齢者を中心とする死者の発生を減少さ

せるとともに、財産の損失を防ぐことを目的として、
毎年この時期に実施しています。

期間
11月9日（日）～11月15日（土）までの7日間

全国統一防火標語
『急ぐ日も　足止め火を止め　準備よし』

重点推進項目
1　地震火災対策の推進
2　住宅防火対策の推進
3　林野火災予防対策の推進

推進項目
1　�防火対象物等における防

火安全対策の徹底
2　�製品火災の発生防止に向けた取組みの推進
3　�多数の者が集合する催しに対する火災予防指導

等の徹底
4　�乾燥時及び強風時の火災発生防止対策の推進
5　放火火災防止対策の推進

リチウムイオン電池火災防止！
近年、リチウムイオン電池が原因でごみ収集車やご

み処理施設で火災が多く発生しています。リチウムイ
オン電池は、衝撃や破損により発火する危険があるた
め、適正に処分を行ってください。
リチウムイオン電池の回収は、市清掃センター、市

役所２階環境政策課窓口、
吉川支所地域振興課窓口
で行っています。
決して燃えるごみや埋

め立てごみと一緒にしな
いようお願いします。

消防だより

糖
尿
病
と
目立

神
眼
科　

立　
神　
英　
宣

全国地域安全運動
警察では、地域安全活動のより効果的な促進を図り、犯罪

のない安心して暮らせる地域社会を実現するため、防犯協会
を始め、関係機関・団体と協力して全国一斉に「全国地域安
全運動」を実施しました。

実施期間
　10月11日（土）～20日（月）
運動重点
○子どもと女性の犯罪被害防止
○�特殊詐欺、SNS型投資、ロマンス詐欺の被害防止

活動の主役は、地域の皆さんです
各地区の防犯協会を中心に、住民・事業所・自治体・学校・警察等が協力し

て、地域環境や地域で多く発生している犯罪など、それぞれの実情に合わせた
様々な防犯活動が展開されます。
この機会に是非、皆さんも安全安心なまちづくりに参加してください。

「ながら見守り」を始めませんか？
「ながら見守り」とは日常生活を送る中で、防犯の視点を持って子どもたち
を見守る活動です。
いつも行っているウォーキングや買物などを登下校の時間帯に合わせること

で子どもたちを見守る目が増えます。
日常生活を送りながら子どもたちの見守りを始めませんか。

交番からのお知らせ

ATMで還付金は受け取
れません！詐欺です！
あなたがATMでこんな
人を見かけたら
もしかして、還付金を受
け取るための操作です
か？
と声掛けと
通報をお願
いします！

だまされないで！
ニセ警察詐欺
還付金詐欺

津波災害に備えて
　11月5日は、「津波防災の日」、「世界津波の日」です。
津波発生時にとるべき行動は、
○�直ちに高台や避難ビルなど安全な場
所へ避難する。

○�より高い場所を目指して避難する。
○�警報が解除されるまで安全な場所から離れない。

「津波標識」の確認
　津波の危険がある場所には、津波標識が設置され
ています。海の近くにいるときには必ず確認しておき
ましょう。

津波フラッグ津波避難ビル津波避難場所津波注意

【津波標識】【津波標識】



医療法人社団　朋優会
●病院機能評価（3rdG:Ver.2.0）認定病院

救急指定  労災指定　TEL 85-3061
三木山陽病院

〒673-0501　三木市志染町吉田1213-1

＊内科全般　＊整形外科
＊外　　科　＊眼　　科
＊皮 膚 科　＊泌尿器科
＊血液透析　＊リウマチ科
＊リハビリテーション科

診療
科目

＊胃・大腸カメラ・エコー・心電図
＊Ｘ線（MRI・マルチスライスCT）
＊眼底・骨密度測定
＊血管造影など

検査

月

○

○

診療時間

内　　科
整形外科

午前 ９：００～１２：００

午後 ５：００～ ８：００

火

○

×

水

○

○

木

○

×

金

○

○

土

○

×

日・祝

×

×

○午前 ９：００～１２：００ ○ × ○ × ○ ×

○午前 ９：００～１２：００ ○ ○ ○ ○ ○ ×

×午前 ９：００～１２：００ ○ ○ ○ ○ ○ ×

眼　　科

外　　科

皮 膚 科

×午前 ９：００～１２：００

午後13：4０～ ４：００

× ○ ○ ○ ○ ×

○ × × × × × ×
泌尿器科

※なお、皮膚科の診療については中学生以上の患者様を対象とさせていただきます。ホームページ　http://www.hoyukai.or.jp/

⑶　2025.10.20	 自 由が丘ニュース	 第554号

ロ
デ
ィ
が
わ
か
ら
な
い
」
な
ど
の
声

を
耳
に
し
ま
す
が
、
み
ん
な
で
歌
う

の
を
大
き
な
目
標
と
し
て
、
こ
の
会

に
一
人
で
も
多
く
参
加
し
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
。
ま
た
、
生
き
が
い
を

感
じ
る
場
、
仲
間
と
ふ
れ
あ
い
充
実

し
た
時
間
を
過
ご
す
会
と
し
て
発

展
し
て
い
く
よ
う
に
運
営
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

8
月
24
日
（
日
）
13
時
か
ら
北

地
区
集
会
所
で
約
60
人
が
集
ま
り
、

子
ど
も
と
大
人
が
一
緒
に
輪
投
げ

や
、
く
じ
引
き
、
ス
ー
パ
ー
ボ
ー

ル
す
く
い
で
楽
し
み
ま
し
た
。
輪

投
げ
は
景
品
が
あ
り
、
ス
ー
パ
ー

ボ
ー
ル
も
す
く
っ
た
分
が
も
ら
え

て
子
ど
も
達
は
大
喜
び
で
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
こ
の
後
お
地
蔵
様

の
お
参
り
を
し

て
子
ど
も
達
が

健
や
か
に
成
長

で
き
る
よ
う
お

祈
り
し
ま
し
た
。

M

・

K

今
年
も
「
ピ
ア
ン
敬
老
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

今
年
は
米
寿
の
方
1
名
、
喜
寿

の
方
5
名
が
参
加
し
て
く
だ
さ
り

み
ん
な
で
お
祝
い
を
し
ま
し
た
。

「
大
正
琴
同
好
会
」
の
皆
様
に

大
正
琴
の
演
奏
や
踊
り
を
披
露

し
て
い
た
だ
き
、

楽
し
い
敬
老
会

に
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
の
方
は
、

美
味
し
い
お
弁

当
を
お
土
産
に

持
っ
て
笑
顔
で

お
帰
り
に
な
り

ま
し
た
。

9
月
～
11
月
に
か
け
て
各
地
区
、

各
老
人
会
で
住
民
学
習
会
が
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
社
会
に
お

け
る
こ
ど
も
の
人
権
～
こ
ど
も
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現

を
め
ざ
し
て
～
」
で
す
。

人
権
啓
発
D
V
D
「
あ
な
た
の

い
る
庭
」
を
鑑
賞
し
た
後
、
皆
さ

ん
で
感
想
を
述
べ
た
り
、
人
権
に

つ
い
て
の
話
し
合
い
を
し
て
い
ま

す
。
投
稿
の
あ
っ
た
地
区
を
紹
介

し
ま
す
。

◦
あ
か
ね
が
丘
　
9
月
13
日
（
土
）

ア
ン
ケ
ー
ト
に
「
人
権
、
差

別
に
つ
い
て
の
関
心
度
が
深
ま

り
、
知
ら
な
か
っ
た
情
報
が
得

ら
れ
た
。」
と
書
か
れ
て
い
た
こ

自
由
が
丘
中
学
校
2
学
期
の
行
事

今
年
度
の
学
校
教
育
目
標
を
昨
年
度
に
引
き
続

き
「
主
体
的
に
学
び
こ
こ
ろ
豊
か
で
自
立
す
る
生
徒

の
育
成
」
と
掲
げ
、
教
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。

1
学
期
は
、
5
月
に
1
年
生
が
鉢
伏
高
原
に
お

い
て
2
泊
3
日
の
野
外
活
動
を
行
い
、
様
々
な
体
験

活
動
や
共
同
生
活
を
通
し
て
、
主
体
性
や
自
立
性
、

よ
り
良
い
人
間
関
係
を
築
く
力
を
身
に
つ
け
ま
し
た
。

3
年
生
は
、
6
月
に
「
み
ん
な
で
刻
む
か
け
が
え
の

な
い
瞬
間
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
中
学
校
生
活
最
大
の

イ
ベ
ン
ト
、
修
学
旅
行
に
関
東
方
面
へ
行
き
、
素
晴

ら
し
い
経
験
と
思
い
出
づ
く
り
が
で
き
ま
し
た
。

2
学
期
は
10
月
7
日
（
火
）
に
第
43
回
体
育
祭

を
行
い
ま
し
た
。
全
校
生
徒
に
よ
る
、
よ
さ
こ
い
踊

り
・
各
リ
レ
ー
競
技
・
学
年
競
技
・
ク
ラ
ス
対
抗
長

縄
跳
び
と
種
目
を
精
選
し
、
午
前
中
の
開
催
と
し
ま

し
た
。
短
い
練
習
時
間
を
有
効
に
使
い
、
仲
間
と
の

団
結
力
や
全
力
を
尽
く
し
た
時
の
充
実
感
や
達
成
感

を
味
わ
う
と
と
も
に
、
生
徒
が
主
体
的
に
活
動
す
る

場
面
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
10
月
30

と
で
、
今
回

の
住
民
学
習

会
を
開
催
し

た
こ
と
は
大

変
意
義
が
あ

る
と
思
い
ま

し
た
。

◦
西
地
区　

9
月
13
日
（
土
）

自
由
が
丘
小
学
校
高
尾
美
樹
教

頭
か
ら
、
お
互

い
を
知
り
、
違

い
を
認
め
合
い

な
が
ら
過
ご
す

子
ど
も
た
ち
の

お
話
な
ど
を
お

聞
き
し
、
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。

◦
あ
さ
ひ
が
丘　

9
月
13
日
（
土
）

次
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も

た
ち
が
、
自
分
ら
し
く
幸
せ
に
生�

活
で
き
る
よ

う
、
改
め
て

「
子
ど
も
の

人
権
」
に
つ

い
て
考
え
直

し
、
社
会
全

体
で
支
え
合

い
、
誰
も
が
一
人
の
人
間
と
し
て

尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実
現
を
め
ざ

す
こ
と
の
重
要
性
を
学
び
ま
し
た
。

◦
学
校
北　

9
月
20
日
（
土
）

私
た
ち
の
日
常
で
最
も
大
切

な
こ
と
は
、
隣
近
所
の
大
人
に
限�

ら
ず
子
ど
も

た
ち
に
も
話

か
け
て
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取

る
こ
と
だ
と

感
じ
ま
し
た
。

9
月
17
日

(

水)

生
活
習

慣
病
の
予
防

と
、
が
ん
の

早
期
発
見
を

目
的
に
自
由

が
丘
公
民
館

の
体
育
館
で
、

町
ぐ
る
み
健
診
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

受
付
開
始
前
か
ら
、
多
く
の
方
が

健
診
を
受
診
す
る
た
め
に
来
館
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
は
1
日
で
250
名

の
方
が
受
診
さ
れ
ま
し
た
。

町
ぐ
る
み
健
診
は
、
自
由
が
丘

公
民
館
以
外
で
も
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
ご
自
身
の
健
康
管
理
の
た

め
、
ま
だ
受
診
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
受
け
ら
れ

た
ら
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
健
康
増
進

課(

8
6

−

0
9
0
0)

ま
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

連
日
の
猛
暑
も
少
し
和
ら
い
だ

８
月
28
日
（
木
）
な
ご
み
会
館
で

カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
が
発
足
し
ま
し

た
。
か
ね
て
か
ら
声
掛
け
な
ど
し

て
準
備
し
て
い
た
世
話
役
一
同
は
、

ど
れ
だ
け
集
ま
る
か
心
配
し
て
い

ま
し
た
が
、
予
想
以
上
の
集
ま
り

に
感
動
し
ま
し
た
。

カ
ラ
オ
ケ
は
高
齢
者
の
老
化
、

ボ
ケ
防
止
、
脳
の
活
性
化
、
仲
間
と

の
ふ
れ
あ
い
な

ど
効
果
は
絶
大

で
す
。「
歌
う

の
は
好
き
だ
が
、

人
前
で
歌
う
の

は
恥
ず
か
し
い
」、

「
声
が
出
な
い
、

う
ろ
覚
え
で
メ

学
・
園
通
信
（
自
由
が
丘
中
学
校
）

日
（
木
）
に
文
化
祭
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
午
前

の
部
は
各
学
年
の
合
唱
祭
、
午
後
の
部
は
吹
奏
楽
部

の
演
奏
や
有
志
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
発
表
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
午
前

の
部
終
了
後
に
、
創
作
動

画
部
、
家
政
部
、
各
教
科

の
作
品
展
示
を
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
生
徒
の
活
躍
す
る
姿

を
見
に
足
を
お
運
び
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
11
月
10
日（
月
）

か
ら
14
日
（
金
）
の
5
日

間
、
地
域
の
方
々
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
得
て
、
2

年
生
が
、
地
域
に
学
ぶ

「
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー

ク
」
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

受
入
れ
事
業
所
の
皆
様
、

大
変
お
世
話
に
な
り
ま

す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

野外活動 修学旅行

住
民
学
習
会

町
ぐ
る
み
健
診

地
蔵
盆	

北
地
区

ピ
ア
ン
敬
老
会ピ

ア
ン
自
治
会

自老連
だより
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
誕
生

遊
友
会



公民館は、だれもが集い、学ぶ、地域の拠点です。公民館は、だれもが集い、学ぶ、地域の拠点です。
　自由が丘公民館では、２歳の乳幼児から高齢者まで、幅広い世代の皆様が活動されています。また、誰もが集い、学び、語らうことを目的
とする地域の交流拠点施設です。さまざまな文化、体育活動を通じて、趣味を広げ、生きがいの糧となっている方も沢山おられます。あなた
も新たな出会い、新たな自分探しのスタートを公民館活動で始めてみませんか。

月 火 水 木 金 土 日

午前9:00～12:00
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午後4:00～  7:00
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も
一
酸
化
炭
素
も
２
階
へ
上
が
っ
て

い
く
様
子
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

火
災
報
知
器
の
設
置
は
消
防
法
や

条
例
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
設
置
し
て
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
あ
ら
た
め
て
、
火
災
報
知

器
の
重
要
性
や
効
力
を
認
識
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

暦
の
上
で
は
秋
で
も
残
暑
厳
し
い

９
月
16
日
（
火
）
教
室
を
開
催
し
ま

し
た
。

今
回
は
時
節
柄
、
古
米
で
も
美
味

し
く
い
た
だ
け
る
「
タ
コ
飯
」
と
、

開
い
た
小
鯵
と
生
姜
、
赤
み
そ
、
小

麦
粉
を
フ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
に
か

け
て
、
つ
み
れ
を
作
り
「
つ
み
れ

汁
」
に
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
小
鉢
と

し
て
「
お
か
ら
」
を
作
り
ま
し
た
。

時
間
を
か
け
て
作
っ
た
さ
さ
が
き
ご

ぼ
う
に
、
人
参
、
う
す
揚
げ
、
干
し

椎
茸
の
み
じ
ん
切
り
、
糸
こ
ん
に
ゃ

く
と
お
か
ら
を
炒
め
、
出
し
汁
を
加

え
て
水
分
が
飛
ん
だ
ら
出
来
上
が
り

で
す
。
そ
し
て
も
う
一
品
、
デ
ザ
ー

ト
の
「
ミ
ル
ク
レ
ー
プ
」
で
す
。
薄

く
焼
き
上
げ
た
ク
レ
ー
プ
生
地
に
、

手
作
り
カ
ス
タ
ー
ド
ク
リ
ー
ム
と
ホ

イ
ッ
プ
ク
リ
ー
ム
を
交
互
に
挟
ん
で

仕
上
げ
ま
し
た
。
ナ
イ
フ
で
カ
ッ
ト

し
た
断
面
が
き

れ
い
で
し
た
。

今
回
も
大
変

お
い
し
く
で
き

ま
し
た
。
受
講

生
の
腕
前
も
上

が
っ
て
き
て
い

ま
す
の
で
、
次

回
12
月
が
と
て

も
楽
し
み
で
す
。

ま
し
た
。

最
後
に
メ
ダ
ル
を
首
か
ら
か
け
て

も
ら
い
ご
褒
美
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も

ら
い
ま
し
た
。

パ
ワ
フ
ル
な
子
ど
も
と
ひ
と
時
を

過
ご
し
た
保
護
者
か
ら
は
「
大
人
も

へ
と
へ
と
に
な
り
な
が
も
子
ど
も
た

ち
に
し
っ
か
り
と
関
わ
る
こ
と
が
出

来
た
の
で
い
い
体
験
に
な
っ
た
」
と

の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

9
月
18
日
（
木
）
新
コ
ス
モ
ス
電

機
株
式
会
社
の
火
災
実
験
室
プ
ラ
シ

オ
ラ
ボ
へ
行
き
ま
し
た
。
こ
の
会
社

は
火
災
報
知
器
や
ガ
ス
報
知
器
な
ど

を
制
作
し
て
い
る
会
社
で
す
。

実
験
室
内
で
、
Ｉ
Ｈ
コ
ン
ロ
に
油

を
入
れ
た
鍋
を
熱
し
て
発
火
さ
せ
、

コ
ン
ロ
の
上
部
に
設
置
さ
れ
た
火
災

報
知
器
が
作
動
す
る
様
子
を
見
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
報
知
器
に
は
煙
を

９
月
７
日
（
日
）
川
村
侑
香
里
先

生
に
お
越
し
い
た
だ
き
自
由
が
丘
公

民
館
の
体
育
館
に
て
運
動
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

パ
パ
さ
ん
を
は
じ
め
ご
家
族
の
み

な
さ
ん
に
も
一
緒
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

段
ボ
ー
ル
の
車
に
乗
っ
た
子
ど
も

を
大
人
が
引
っ
張
た
り
、
手
作
り
の

テ
ー
プ
を
子
ど
も
が
伸
ば
し
て
い
き
、

大
人
が
そ
れ
を
巻
き
戻
す
プ
ロ
グ

ラ
ム
な
ど
で

体
を
動
か
し

ま
し
た
。
は

し
ゃ
ぎ
ま
わ

る
子
ど
も
た

ち
の
顔
が
い

つ
も
に
増
し

て
い
き
い
き

と
輝
い
て
い

◇　11月の行事予定　ご案内　◇
日　曜 内　容

７日（金） のびのびじゆうっ子教室
　「ふれあい遊び」

９日（日） ウォーキングフェスティバル

14日（金） 女性セミナー　
　「心地よい暮らしの整理術」

20日（木）
自由が丘学園
　「うんちで暮らしの答え合わせ
　　～めざせジャスミンの香り～」

23日（日） 第44回�自由が丘公民館文化祭（1日目）
24日（月） 第44回�自由が丘公民館文化祭（2日目）
27日（木） トレーニング講習会

28日（金）

のびのびじゆうっ子教室
　�「クリスマス会準備」
　�「お誕生会（11・12月生まれ）」
自由が丘地区市政懇談会

※11月の休館日は、30日(日）です。
※公民館へのお問い合せは、℡85－4700まで。

感
知
す
る
煙
式
と
熱
を
感
知
す
る
熱

式
が
あ
り
ま
す
。
熱
式
は
炎
が
出
て

か
ら
鳴
り
出
す
の
で
、
煙
式
と
は
時

間
差
が
あ
り
ま
し
た
。
煙
が
で
た
時

で
あ
れ
ば
コ
ン
ロ
の
火
を
消
す
こ
と

で
対
処
で
き
そ
う
で
す
が
、
炎
が
上

が
っ
て
し
ま
う
と
怖
く
て
何
も
で
き

な
い
と
思
い
ま
し
た
。

次
に
寝
た
ば
こ
に
よ
る
火
災
の
実

験
を
見
学
し
ま
し
た
。
木
綿
の
布
団

に
火
が
つ
く
と
、
燃
え
上
が
る
こ
と

は
な
い
の
で
す
が
、
一
酸
化
炭
素
が

出
始
め
ま
す
。
こ
の
気
体
は
、
火
災

に
よ
る
死
亡
の
大
き
な
要
因
に
な
る

そ
う
で
す
。
こ
の
部
屋
は
隣
に
階
段

室
が
作
ら
れ
て
い
て
、
そ
こ
か
ら
煙

公民館を拠点とした文化活動の実践発表を行い、
より一層の文化の向上と心ふれあう地域づくりの推
進を図ります。

日　時　令和7年11月��23日（日）10：00～17：00
24日（月）10：00～15：00

会　場　自由が丘公民館

「住民の	笑顔が輝く	文化祭」
公民館文化祭のご案内

行事内容行事内容
作品展示 催し部門 ステージ発表部門

・ 登録団体、
一般団体、
スポーツクラブ、
老人会、福祉関係

・幼稚園、小・中学校

・ 登録団体、
スポーツクラブ、
老人会

（11月24日（月）のみ）・ バザー（飲食含む）、
ニュースポーツ体験

・囲碁大会

気
持
ち
良
い
汗
を
か
い
た

運
動
会

の
び
の
び
じ
ゆ
う
っ
子
教
室

〜
秋
の
食
卓
を
賑
や
か
に

楽
し
む
メ
ニ
ュ
ー
〜

第
2
回
男
の
料
理
教
室

火
災
実
験
見
学

第
４
回
自
由
が
丘
学
園


